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みえこの様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

【事業概要】美映の丘地区の災害公営住宅を整備するにあたり、入居者の買い物、通勤などの生活に
用するため最低限必要な駐車場等を整備するもの。

整備予定台数　１２台分（１戸あたり１台）
整備予定戸数　１２戸分（美映の丘地区３５戸中１２戸が町で発注、２３戸については整備済み）

【基幹事業との関連性】
基幹事業の災害公営住宅整備事業と一体的に整備することにより、災害公営住宅入居者の生活利便性
の向上を図り、復興地域づくりの効果を促進するもの。

【当面の事業内容】
　■事業内容：災害公営住宅（美映の丘地区）における駐車場の整備事業、及び、住宅入口までのアプローチ
     部分の舗装（12戸分）
　
　駐車場（12戸分）：          舗装工 A=139㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　   駐車ます工　Ｌ＝１３ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　  　 車止め工　Ｎ＝１４箇所
  アプローチ部（12戸分）： 舗装工  Ａ＝６９㎡
　
　■事業費：１，３３４千円
　　＜内　訳＞　舗装工：１，３３４千円
 
                   戸当たり単価　　駐車場　　　　　 79千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  アプローチ　  　32千円
　

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

全体事業費 1,334（千円）

復興地域づくり加速化事業

災害公営住宅駐車場等整備事業（美映の丘地区）

事業番号

※一部の駐車場用地の舗装（華園17戸分、美映の丘

23戸分／全35戸）は、「◆D-4-1-1災害公営住宅駐車

場整備事業」で整備

災害公営住宅

【美映の丘地区、全35戸】

災害公営住宅

【華園地区、全17戸】

：住宅外構及び駐車場用地の舗装整備対象箇所


